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環境問題と聞いて何を思い浮かべますか？

地球温暖化

大気汚染

海面上昇

オゾン層破壊



ゴミ問題



日本のゴミ焼却量はヨーロッパ環境先進国の
10倍以上で、ダイオキシン排出量は世界一

   →がん発生リスクアップ

ごみ問題の影響



ごみ問題へのアプローチ

〈3 R〉 
　Reuse：何回も繰り返し使う

　Reduce：ごみそのものを減らす

　Recycle：分別して再び資源として使う
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筑波大学が排出しているごみの量

つくば市の 約8%

ごみ廃棄にかかる費用
(病院地区、東京キャンパス含む)

￥5021万/year

データ出典:筑波大学環境報告書2017



大学構内の廃棄物処分状況

種類
処分量(kg)

H28

可燃物 575,554

不燃物 14,713

ビン 8,360

ペットボトル 0

缶 0
リサイクル

データ出典:筑波大学環境報告書2017



大学構内のごみ箱の状況

3C棟1階のごみ箱

・分別：可燃ごみ・不燃ごみ・缶・ビン・
　　　　ペットボトル
・ポスターは小さく見づらい
・分別するゴミ箱の順番は箇所によってバラバラ

写真：撮影者(班員)
　　　撮影日時 (2018.04.20)



大学構内のごみ箱の状況

エコステーション
・課外活動学生団体による分別作業
　→約20の団体が参加

・分別促進のポスター作成

写真:筑波大学｢エコステーション｣プロジェクト facebook
筑波大学HP｢筑波大学の環境への取り組み｣　　　



大学構内のごみ箱の状況

エコステーション
・H22から開始
・古紙、ペットボトル、缶を回収
　→リサイクル

写真:筑波大学｢エコステーション｣プロジェクト facebook

資源ごみの
廃棄コスト

￥約870万円/年
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筑波大生はどう思っているのか

【調査前聞き取り調査】
対象人数：50人
期間：2018/05/01～05/08
内容：環境問題への関心
　　　  ゴミに対する現状の行動事実
　　　  筑波大生に有効な対策など
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   アンケートからわかったこと

筑波大生の特徴①

ゴミ問題の認識は高いが減量の意識が低い

アンケート結果



筑波大生の特徴②
減量意識のある学生も減量“行動”に至っていない

問. 現在行っている減量行動は何か

 最も多かった回答は

→

   アンケートからわかったこと

「分別」「リサイクル」

アンケート結果



3Rとは(再掲)
Reuse(何回も繰り返し使う)

Reduce(ごみそのものを減らす)

Recycle(分別して再び資源として使う)

筑波大生は、
分別・リサイクルを
ゴミ減量方法として広く
認識している可能性がある



   

リサイクル/分別 ≠ ごみの減量活動



   アンケートからわかったことリサイクルの落とし穴

主張①：リサイクルは効率的ではない

新品
リサイクル
(理論上)

リサイクル
(実績)

3倍 8倍



   アンケートからわかったことリサイクルの落とし穴

主張②：リサイクルの限界
中国で廃プラスチックの受け入れ廃止

出典：NHK｢クローズアップ現代｣
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      目的

ゴミ減量行動の誤解を解き、正しい
ごみ問題の改善を図る

写真:MY FIRST SIX MONTHS LIVING ZERO WASTE

(6ヶ月間で出たゴミの量)



   

“Reduce”を浸透させたい



      仮説設定

1. 筑波大生は、ごみ問題に対して
    リサイクルの認識がもっとも大きい

2. 筑波大生のごみ減量活動には、
    同調性が影響を与える



      検証方法

1. 筑波大生は、ごみ問題に対して
    リサイクルの認識がもっとも大きい

→質問紙調査
    5Rにおいて知っているか・解決に有効
か・行っているかの項目を用意



      第一回質問紙調査

対象：国際総合学類・社会工学類の　　　　
1~3年生
期間：2018/05/17.18
回答サンプル数：351



アンケートまとめ      アンケートまとめ
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仮説②の検証

同調意識を刺激させる仕組み
→同調性を活用したポスターを掲示する
　ことでReduceの具体的な内容を知って
　もらう



掲示ポスター案



仮説２の検証

一定期間のゴミ
の量を調べる
(第3学群棟8つ)

① ② ③
同調意識を刺激
させる取り組み
(全員で目標を達成する)

アクション前の
ゴミの量と比較
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